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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　 　

大 森

　
鑑 能

動 物 担 当 学 芸 員
い 針 状 の 子 実 体 （ し じ つ たい ） が 体 中 か ら 生 え る こ とか ら 、  〝 ハ リ セ ン ボ ン 〞 の名 が つ き ま し た 。 こ の 菌 類は 無 性 生 殖 で 増 殖 す る と され 、 子 実 体 か ら 環 境 中 に 分生 子 が 放 出 さ れ 、 次 の 宿 主と な る セ ミ の 体 表 面 に 付 着

　
去 年 の 夏 は ジ メ ジ メ 、 ム

シ ム シ 。 気 温

3 5度 以 上 の 猛

暑 日 が 続 き ま し た 。　
そ ん な あ る 日 、 森 の 中 で

全 身 氷 つ い た か の よ う な セミ の 姿 が ふ と 目 に 留 ま り 、一 瞬 で 真 冬 の 空 間 に 迷 い こん で し ま っ た か の よ う な 錯覚 を 覚 え ま し た 。　
こ れ は セ ミ ノ ハ リ セ ン ボ

ン と い う 菌 類 に 寄 生 さ れ たセ ミ を 撮 っ た も の で す 。 冬虫 夏 草 の 一 種 で 、 無 数 の 白 生 き 物 の 不 思 議  「 ハ リ セ ン ボ ン  に な る セ ミ 」
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し ま す 。 宿 主 の 体 組 織 を 栄養 源 と し て 増 殖 し 、 宿 主 が死 ん だ あ と 、 再 び 無 数 の 針状 の 子 実 体 を 形 成 し ま す 。　
過 酷 な 自 然 環 境 の 中 で 命

は 繋 が っ て い き ま す 。 真 夏に 現 れ た 〝 冬 の 景 色 〞 は 、命 が 命 を 支 え 、 次 へ と 受 け渡 さ れ て い く 自 然 の 仕 組 みを 、 静 か に 教 え て く れ て いる よ う で し た 。県 立 山 口 博 物 館

菌 類 に 寄 生 さ れ た セ ミ

本 当 に 、  も う

て ／ も ど る こ と が あ る ／ も ど る 途 中 でハ タ と ／ 思 い 出 す こ と が あ る が ／ そ のと き は す ば ら し い ／ ／ 身 体 が 先 に こ の世 へ 出 て き て し ま っ た の で あ る ／ そ の用 事 は 何 で あ っ た か ／ い つ の 日 か 思 い当 た る と き の あ る 人 は ／ 幸 福 で あ る ／／ 思 い 出 せ ぬ ま ま ／ 僕 は す ご す ご あ の世 へ も ど る 。　
私 の こ と み た い 。 知 ら ぬ 間 に 強 い 力

で こ の 世 に 引 っ 張 り 出 さ れ 、 あ わ て て苦 し く て 泣 き 声 を あ げ た の で 、 覚 え てい た 用 事 を 忘 れ て し ま っ た 。 そ も そも 、 私 に 用 事 が あ っ た か な ？

　

　 　

生
　 　 　 　 　

杉 山 平 一

　
も の を と り に 部 屋 へ 入 っ

て ／ 何 を と り に き た か 忘 れ

　
あ る 日 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を ク

ル ク ル と 引 き 出 し な が ら 、 こ ん な に贅 沢 に 真 っ 白 な 紙 を 使 っ て い い ん だろ う か 。 今 、 紙 は 何 か ら 作 ら れ て いる か 知 ら な い が 、 コ ウ ゾ ・ ミ ツ マ タは 大 丈 夫 な の か ？

　
湯 舟 に 湯 を 張 り

な が ら 、 こ ん な に 沢 山 の 湯 を 使 っ てい い ん だ ろ う か ？

　
昼 間 テ レ ビ で 、

砂 漠 で ラ ク ダ と 共 に 生 活 す る 人 達 を見 た 。 生 活 の 糧 の ラ ク ダ の た め に 、乾 期 水 を 求 め て 何 日 も 砂 埃 の 舞 う 地を 歩 く 少 年 。 私 は 寒 い と ス ト ー ブ を焚 く 。 青 白 い 炎 を 見 な が ら 、 私 一 人の た め に 石 油 を 燃 や し て い い の か しら ？　
消 費 す る だ け の 日 々 。 な に か 忘 れ

物 を し て い る 気 は す る が 。 何 も 思 いだ せ ぬ ま ま 毎 日 が 過 ぎ て い く 。

い ふ ス タ ジ ア ム の 、 一 般利 用 者 が 立 ち 入 る こ と ので き な い 部 屋 や 設 備 な どを 見 学 す る 。　
参 加 費 は ５ ０ ０ 円 で 、

定 員 は 先 着

3 0人 。 小 学 生

以 下 は 要 保 護 者 同 伴 。 申し 込 み ・ 問 い 合 わ せ は 、同 施 設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

２

－ ２ ７ ０ ７ ） へ 。

　 「 維 新 公 園 バ ッ ク ヤ ード ツ ア ー 」 が 、 維 新 百 年記 念 公 園 （ 山 口 市 維 新 公園

4） で 、

1 4日  （ 土 ）  午 前

９ 時 か ら 午 後 ０ 時 半 ま で開 か れ る 。 同 施 設 の 管 理運 営 を 担 っ て い る 県 施 設管 理 財 団 （

☎
０ ８ ３

－

９

２ ２

－

３ ７ １ ２ ） の 主 催

で 、 初 の 試 み だ 。　
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に

続 い て ま ず 、 国 道 ９ 号 線ト ン ネ ル 近 く に あ る 朝 田墳 墓 群 を 、 山 口 市 教 育 委員 会 文 化 財 保 護 課 の 舟 山直 希 さ ん に 案 内 し て も らう 。 続 い て 、 メ タ セ コ イア 並 木 等 を 県 樹 木 医 会 ・中 村 義 博 さ ん の 解 説 で 観覧 。 さ ら に 、 旧 屋 外 バ スケ ッ ト ボ ー ル コ ー ト （ ３ｏ ｎ ３ ） の 跡 地 に 整 備 中の テ ニ ス コ ー ト 工 事 の 様子 を 見 る 。 そ し て 最 後に 、 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ のホ ー ム で も あ る 維 新 み ら

半 ま で 開 か れ る 。 対 象 は小 中 学 生 で 、 会 場 は 山 口市 小 郡 屋 内 プ ー ル （ 山 口市 小 郡 柳 井 田 ３ ）  。 県 水泳 連 盟 （

０ ９ ０

－

２ ７

５ ０

－

０ ０ ０ ９ ） の 主 催

で 、 参 加 は 無 料 。　
山 口 市 出 身 の 河 口 華 子

選 手 と 、 有 馬 優 美 選 手 、野 田 茉 波 選 手 の ３ 人 が 、

　
昨 年 の 世

界 水 泳 選 手権 で 初 の ベス ト ８ に 入っ た 水 球 女子 日 本 代 表選 手 が 指 導す る 「 水 球体 験 教 室 」が 、

1 4
日

　

（ 土 ）  午 後 １時 か ら ２ 時

立 ち 泳 ぎ や ボ ー ル の 扱 い方 な ど を 指 導 。 ゲ ー ム
（ 日 本 代 表 に 挑 戦 し よ

う ） も 体 験 す る 。　
申 し 込 み は 、 フ ォ ー ム

（ 二 次 元 コ ー ド か ら ）

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

で 。 締 め切 り は 、
1 1　 　

日

（ 水 ）  。

展
　 　

示
次 回 は 3 月 1 1 日 掲 載

︻ 写 真 展 ︼

３ 月

2 7日  （ 金 ）

1 2〜

1 7時 、

2 8日  （ 土 ）  ９ 〜

1 7時 、

2 9日  （ 日 ）  ９ 〜

1 6時

会 場

：

Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が

　

入 場 無 料

　
主 催

：

そ ぞ ろ

歩 き の 会

　
後 援

：

山 口 市

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ５ 日︵ 木 ︶  ~ ９ 日  ︵ 月 ︶  :

菊 池 満

× 岸 宏 士 × 鹿 山 栄 子 × 清水 朋 江 ガ ラ ス 絵 四 人 展 、萩 焼 時 松 泰 礼 × ス テ ン ドグ ラ ス 時 松 涼 ２ 人 展

１ ４ 日 み ら  い  ふ  ス  タ  ジ  ア ム  な ど 見 学
維 新 公 園 で 初 の バ  ッ  ク ヤ ー ド ツ ア ー

河 口 選 手 ら 日 本 代 表 ３ 人 が 指 導

小 中 生 対 象 「 水 球 体 験 教 室 」
1 4日
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4月

1 6日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

と

 き

と こ ろ

３ 月 の 子 育 て ひ ろ ば はお 休 み で す ♪

安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り を行 政 と  一  緒 に な  っ  て～ 山 口 市 と 行 政 懇 談 会 ～
次 回 は ４ 月

1 6日  （ 木 ）

行 政 懇 談 会 に 参 加 し て

　
～ 組 合 員 さ ん レ ポ ー ト ～

　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が

お ら れ る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で きる 、 親 子 の 出 会 い の 場 ・ ふ れ あ い の場 。 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラ ム で 、 のん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰

っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞお 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。 　
コ ー プ や ま ぐ ち で も 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る テ ー マ 「 防 災 」 に 関 し

て 、 伊 藤 市 長 か ら 市 の 考 え や 施 策 の 内 容 を 詳 し く お 聞 き す る こ と が 出来 ま し た 。　
市 の 備 蓄 品 に つ い て や 、 ペ ッ ト と の 避 難 ／ 自 主 避 難 に つ い て 、 さ ら

に は 昨 年 オ ー プ ン し た 「 湯 田 温 泉 こ ん こ ん パ ー ク 」 の 役 割 に つ い て もお 聞 き し ま し た 。 湯 田 温 泉 こ ん こ ん パ ー ク に 「 ま も り ば 」 と い う 防 災に も 考 慮 さ れ た 設 備 が 多 く 設 置 さ れ て い る こ と を 知 る こ と が 出 来 ま した 。 ま た 、 コ ー プ や ま ぐ ち で 行 っ て い る 、 防 災 に 関 す る 取 り 組 み に つい て ご 紹 介 し ま し た 。

　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 １ ９ ９ ６ 年 か

ら 組 合 員 と 行 政 と の 懇 談 会 を 継 続 し て行 っ て お り 、 今 年 度 も 昨 年

1 1月 か ら 今

年 ２ 月 に か け て 県 内

1 3市 で 開 催 し ま し

た 。　
こ の 懇 談 会 は 、 く ら し を 良 く す る た

め の テ ー マ を 設 け 、 首 長 と 住 民 （ 生 協組 合 員 ） が 話 し 合 い 、 住 民 の 声 を 反 映さ せ た 住 み よ い 街 づ く り に つ な が る こと を め ざ し て い ま す 。　
山 口 市 で は 今 年 １ 月

2 9日 、 伊 藤 市 長

に ご 出 席 い た だ き 「 く ら し の 安 心 ・ 安全
　
防 災 」 を テ ー マ に 開 催 。 参 加 さ れ

た 組 合 員 さ ん か ら の 報 告 で す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


